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ア
ジ
ア
主
義
へ
の
関
心
が
近
年
堅
調
だ
。
最
近
五
年
間
の
単
行
本
に

限
っ
て
も
、
副
題
を
含
め
て
題
名
に
「
ア
ジ
ア
主
義
」
を
冠
し
た
も
の

は
一
〇
冊
を
超
え
る
。
本
書
も
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
関
心
の
流
れ
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
他
の
著
作
と
明

確
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
が
、
ア
ジ
ア
主
義
を
日
本
か

ら
の
単
方
向
的
な
思
想
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
主
義
が
中
国
に

も
影
響
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
再
び
日
本
の
言
説
に
影
響
を
与
え
た
こ
と

を
重
視
し
た
こ
と
だ
。
日
中
の
間
で
行
き
交
っ
た
思
想
の
軌
跡
に
注
目

し
た
本
書
は
、
ア
ジ
ア
主
義
研
究
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
角
度
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
三
部
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
言
説
と
思
想
」「
中
国
に

お
け
る
受
容
と
展
開
」「
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
思
想
の
諸
形
態
」
に

分
か
た
れ
、
序
章
・
終
章
の
他
一
〇
章
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
そ
の
内

東
ア
ジ
ア
の
思
想
交
流
を
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
見
通
す
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容
を
確
認
し
た
上
で
、
本
書
の
意
義
に
言
及
し
た
い
。

　

第
一
章
「
ア
ジ
ア
連
帯
思
想
の
形
成
と
展
開
」。
ア
ジ
ア
主
義
の
全

体
的
特
徴
は
、
人
種
対
立
的
観
点
と
日
本
の
指
導
性
に
あ
り
、
反
欧
米

列
強
・
反
白
色
人
種
を
唱
え
な
が
ら
も
、
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
か
ら
の

反
応
を
欠
き
、
日
本
主
義
を
本
質
と
す
る
偽
装
さ
れ
た
連
帯
の
思
想
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
竹
越
與
三
郎
や
大
山
郁
夫
ら
か
ら
異
が
唱
え
ら
れ

た
が
、ア
ジ
ア
の
抱
え
る
課
題
を
「
非
日
本
主
義
」
的
・「
脱
日
本
主
義
」

的
に
解
決
す
る
た
め
の
模
索
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

第
二
章
「
宮
崎
滔
天
の
ア
ジ
ア
革
命
論
」。
滔
天
の
思
想
は
民
権
論

を
立
脚
点
と
し
、
中
国
を
根
拠
地
に
、
日
本
を
含
む
各
国
の
社
会
的
変

革
に
よ
り
既
存
の
国
際
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
点
に
特
徴
が

あ
り
、
一
般
的
な
ア
ジ
ア
主
義
の
よ
う
な
日
本
を
盟
主
と
す
る
発
想
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
滔
天
の
ア
ジ
ア
革
命
論
は
、
主
観
的
な
革
命
願

嵯
峨
隆
著

ア
ジ
ア
主
義
と
近
代
日
中
の

思
想
的
交
錯
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望
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
、
中
国
革
命
の
可
能
性
を
客
観
的
に
分
析
し

た
形
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

第
三
章
「
頭
山
満
に
お
け
る
皇
国
と
ア
ジ
ア
」。
頭
山
の
対
外
思
想

お
よ
び
ア
ジ
ア
問
題
へ
の
関
与
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、「
国
威
失
墜
」

へ
の
憂
慮
と
、「
対
外
進
取
」
の
精
神
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
思

想
の
基
盤
が
儒
教
と
天
皇
道
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
文
化
的

相
対
主
義
の
観
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
普
遍
化
・
絶
対
化
さ
れ
た

天
皇
道
の
普
及
に
よ
っ
て
「
皇
ア
ジ
ア
」、
さ
ら
に
進
ん
で
「
皇
世
界
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
中
国
の
近
代
革
命
思
想
と
ア
ジ
ア
連
帯
論
」。
日
本
の
ア

ジ
ア
主
義
に
呼
応
し
て
、
中
国
で
も
ア
ジ
ア
が
連
帯
し
て
欧
米
列
強
に

立
ち
向
か
う
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
た
。
孫
文
の
ア
ジ
ア
主
義
は
、
人
種

対
立
論
と
日
中
提
携
を
主
な
構
成
要
素
と
し
、
中
国
革
命
の
達
成
と
そ

の
後
の
国
家
建
設
と
い
う
現
実
的
な
目
的
に
収
斂
す
る
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
亜
洲
和
親
会
は
、
思
想
性
を
問
わ
ず
帝
国
主
義
に
反
対
し
、
ア
ジ

ア
の
民
族
解
放
を
求
め
た
。
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
言
説
の
批
判
者
と
し

て
立
ち
現
れ
た
の
が
李
大
釗
で
、
そ
の
特
徴
は
、
ア
ジ
ア
民
族
の
解
放

を
基
礎
に
ア
ジ
ア
全
域
の
変
革
を
主
張
し
た
点
、
ま
た
人
種
論
的
観
点

を
完
全
に
否
定
し
、
強
権
主
義
的
に
他
者
を
従
属
的
地
位
に
置
く
政
策

を
批
判
し
た
点
に
あ
っ
た
。

　

第
五
章
「
孫
文
の
﹁
大
ア
ジ
ア
主
義
﹂
講
演
を
め
ぐ
っ
て
」。
孫
文

の
ア
ジ
ア
主
義
は
、
日
本
で
生
ま
れ
た
「
ア
ジ
ア
主
義
」
と
い
う
言
辞

に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
の
孫
文
の
外
交
姿
勢
を
日
本
人
に
表
明
し
た
も

の
で
、
根
底
に
は
常
に
中
国
革
命
へ
の
支
援
の
要
請
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
孫
文
の
ア
ジ
ア
主
義
は
、
自
国
変
革
の
た
め
の

便
宜
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

第
六
章
「
戴
季
陶
に
よ
る
孫
文
思
想
の
継
承
と
展
開
」。
孫
文
の
生

前
、
戴
季
陶
は
外
交
政
策
に
関
す
る
限
り
、
孫
文
の
基
本
方
針
を
踏
襲

し
た
。
し
か
し
孫
文
歿
後
に
形
成
さ
れ
た
「
戴
季
陶
主
義
」
は
、
儒
教

思
想
に
よ
っ
て
孫
文
の
思
想
を
体
系
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
、
孫

文
の
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
講
演
に
つ
い
て
も
、
そ
の
思
想
面
を
強
調
し

た
。
ま
た
「
民
族
国
際
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
、
反
帝
国
主
義
の

姿
勢
を
鮮
明
に
表
明
し
た
。
そ
う
し
た
戴
季
陶
の
言
説
か
ら
は
、
日
本

と
の
連
携
こ
そ
が
欧
米
列
強
の
介
入
を
抑
え
、
中
国
革
命
を
達
成
す
る

方
途
で
あ
る
、
と
い
っ
た
孫
文
の
発
想
は
全
く
消
滅
し
た
。

　

第
七
章
「
侵
略
と
抵
抗
の
中
の
ア
ジ
ア
主
義
」。
日
本
で
は
満
洲
事

変
を
契
機
に
し
て
、
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
議
論
が
再
燃
し
た
。

そ
こ
で
の
議
論
は
、
日
本
の
既
得
権
益
を
保
護
す
べ
く
、
列
強
の
介
入

を
排
す
る
と
い
う
姿
勢
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
も
の
で
、
ア
ジ
ア
と

の
連
帯
を
求
め
る
要
素
は
薄
れ
て
い
た
。
当
時
の
ア
ジ
ア
主
義
を
代
表

す
る
大
亜
細
亜
協
会
の
主
張
も
、
国
民
党
と
国
民
政
府
を
、
中
国
を
混

乱
に
陥
れ
た
元
凶
と
見
な
し
て
三
民
主
義
を
批
判
す
る
も
の
で
、
日
本
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の
ア
ジ
ア
主
義
は
、
中
国
侵
略
を
全
面
的
に
支
え
る
思
想
へ
と
変
化
し

た
。
対
照
的
に
中
国
で
は
、
胡
漢
民
が
抗
日
民
族
主
義
を
大
ア
ジ
ア
主

義
と
連
結
さ
せ
、
日
本
批
判
の
理
論
と
す
る
な
ど
、
孫
文
の
大
ア
ジ
ア

主
義
を
三
民
主
義
の
中
で
再
解
釈
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
現
れ
た
。

　

第
八
章
「
東
亜
新
秩
序
の
思
想
」。
東
亜
共
同
体
論
の
う
ち
、
蠟
山

政
道
は
東
亜
協
同
体
を
地
域
運
命
共
同
体
と
し
て
捉
え
、
そ
の
成
立
の

た
め
に
は
東
亜
と
い
う
枠
組
み
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
三

木
清
は
東
亜
文
化
の
成
立
を
も
っ
て
東
亜
の
統
一
実
現
を
試
み
、
新
明

正
道
と
高
田
保
馬
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
本
的
性
格
の
中
に
共
同
体

成
立
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
た
。
以
上
は
と
も
に
高
揚
す
る
中
国
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
尾
崎
秀
実

は
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
日
本
の
社
会
改
造

に
よ
る
対
応
を
試
み
た
。
尾
崎
の
思
想
内
容
は
体
系
的
に
は
論
じ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、真
の
日
中
連
帯
の
思
想
と
な
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
。

　

第
九
章
「
汪
精
衛
の
日
中
提
携
論
と
そ
の
思
想
的
根
拠
」。
国
民
革

命
時
期
の
汪
精
衛
は
徹
底
し
た
反
帝
国
主
義
に
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
の

思
想
に
お
い
て
孫
文
の
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
講
演
は
絶
対
的
な
意
味
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
和
平
運
動
の
渦
中
で
汪
精
衛
は
孫
文

の
思
想
と
言
説
を
動
員
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
汪
精
衛
を
通
し
た

大
ア
ジ
ア
主
義
は
、
ア
ジ
ア
解
放
を
唱
え
な
が
ら
、
実
際
に
は
ア
ジ
ア

を
侵
略
し
た
日
本
の
政
策
の
前
に
結
実
す
る
こ
と
な
く
、
思
想
と
し
て

不
本
意
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
〇
章
「
東
亜
連
盟
運
動
と
中
国
」。
日
本
の
東
亜
連
盟
運
動
は

中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
一
定
程
度
評
価
す
る
枠
組
み
を
持
っ
て
い

た
が
、
満
洲
国
を
介
在
さ
せ
つ
つ
日
中
提
携
を
図
っ
た
点
で
、
そ
の
東

亜
連
盟
論
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
中
国
側
が
東
亜
連
盟
論
の
政
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治
独
立
の
条
項
に
魅
力
を
覚
え
た
よ
う
に
、
中
国
で
の
東
亜
連
盟
運
動

は
、
国
内
的
課
題
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

終
章
で
は
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
主
義
を
巡
る
動
向
に
触
れ
た
上
で
、
今

日
で
は
政
治
的
成
果
を
求
め
る
余
地
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
理

念
の
中
に
は
、
世
界
の
画
一
化
と
価
値
の
押
し
つ
け
に
抗
す
る
新
た
な

価
値
原
理
創
出
の
根
拠
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

以
上
の
概
要
か
ら
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
。
評
者
の
力
不
足
か
ら
そ
の
内
容
を
充
分
に
紹
介
出
来
な

い
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
が
、
以
下
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
三
点
に
絞
っ

て
そ
の
意
義
に
触
れ
た
い
。

　

一
つ
に
は
、
こ
れ
ま
で
学
術
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た

頭
山
満
の
思
想
的
な
側
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
点
で
あ
る
。
著
者

も
指
摘
す
る
よ
う
に
頭
山
満
に
は
ま
と
ま
っ
た
著
作
は
ほ
ぼ
な
く
、
ま

た
言
行
の
時
期
確
定
の
難
し
さ
な
ど
、
そ
の
研
究
に
は
困
難
が
伴
う
。

し
か
し
頭
山
が
近
代
日
本
で
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

複
合
的
な
観
点
か
ら
こ
れ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
で
は
孫

文
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
影
響
力
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
。

頭
山
の
影
響
力
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
が
、

一
九
三
〇
年
代
に
神
道
的
な
言
説
で
国
家
を
論
じ
、
日
中
戦
争
勃
発
直

後
に
成
立
し
た
上
海
市
大
道
政
府
で
顧
問
を
務
め
た
西
村
展
蔵
の
よ
う

に
、
頭
山
を
評
価
し
た
人
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

本
書
の
よ
う
に
、
そ
の
影
響
力
か
ら
頭
山
を
再
検
討
す
る
の
は
一
つ
の

有
効
な
方
法
と
言
え
よ
う
。

　

二
つ
に
は
、
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
に
呼
応
し
て
中
国
で
展
開
さ
れ
た

議
論
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
点
で
あ
る
。
確
か
に
著
者
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
主
義
が
中
国
で
は
日
本
ほ
ど
の
広
が
り
を
見

せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
中

国
で
は
、「
西
洋
」
に
対
す
る
概
念
と
し
て
は
、
ま
ず
「
中
国
」
あ
る

い
は
「
中
華
」
と
い
う
枠
組
み
が
対
置
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
」
や
「
東
洋
」

と
い
っ
た
概
念
が
一
般
的
で
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
し
か
し
中
国

で
ア
ジ
ア
主
義
が
全
く
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

本
書
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
孫
文
・
胡
漢
民
・
李
大
釗
と
い
っ
た

人
々
は
、
確
か
に
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
に
反
応
し
、
自
ら
の
思
想
を
組

み
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
中
国
に
お
い
て
語
ら
れ
た
ア
ジ
ア
主

義
は
基
本
的
に
、
中
国
の
内
政
問
題
や
外
交
問
題
の
文
脈
に
沿
っ
た
形

で
現
れ
、
日
本
同
様
に
「
ア
ジ
ア
」
な
る
も
の
は
実
体
を
持
た
ず
理
念

的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
つ
に
は
、
日
中
戦
争
時
期
の
日
本
占
領
地
に
お
け
る
思
想
状
況
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
占
領
下
華
北
に
お
け
る
民

衆
団
体
で
あ
る
新
民
会
の
中
央
指
導
部
長
の
繆
斌
が
、
自
ら
の
唱
え
た

新
民
主
義
に
よ
っ
て
三
民
主
義
の
民
族
主
義
や
民
権
主
義
を
再
解
釈
し

た
と
い
う
と
い
う
指
摘
は
大
変
興
味
深
い
。
日
本
の
占
領
は
八
年
に
及
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ぶ
が
、
地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
事
情
は
一
様
で
は
な
い
。
時
々
の

状
況
に
合
わ
せ
な
が
ら
、そ
の
立
場
を
微
調
整
し
て
い
た
繆
斌
の
姿
は
、

単
な
る
日
本
の
傀
儡
で
は
収
ま
ら
な
い
占
領
地
に
生
き
た
中
国
人
の
主

体
的
動
き
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
主
義
は
そ
れ
自
体
で
体
系
性
を

持
っ
て
完
結
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
対
外
的
な
危
機
と
い
っ

た
あ
る
種
の
問
題
に
直
面
し
た
際
に
、そ
れ
を
乗
越
え
る
方
途
と
し
て
、

し
ば
し
ば
「
ア
ジ
ア
」
な
る
も
の
が
想
起
さ
れ
、
そ
れ
を
基
準
に
物
事

を
説
明
す
る
こ
と
が
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
た
時
代
が
確
か
に
あ
っ

た
。
ア
ジ
ア
主
義
と
近
代
日
本
と
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ

と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
た
だ
日
本
で
も
、
そ
し
て
中
国
に
お
い
て
も
、

そ
こ
で
語
ら
れ
た
「
ア
ジ
ア
」
の
中
身
は
極
め
て
曖
昧
な
ま
ま
だ
っ
た
。

　

近
代
日
本
の
思
想
状
況
を
東
ア
ジ
ア
の
中
に
位
置
付
け
る
上
で
も
、

本
書
は
必
読
の
書
で
あ
る
。

（
せ
き
・
と
も
ひ
で　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

館
蔵 

東
洋
陶
磁
展

中
国
の
陶
磁
器
、
朝
鮮
の
高
麗
青
磁
、
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
の
青
花
・

五
彩
な
ど
約
50
点
を
展
示
。

▼
会
期
：
1
月
24
日
（
火
）
～
5
月
14
日
（
日
）
10
時
～
17
時

（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）
＊
月
曜
休
館

▼
会
場
：
松
岡
美
術
館
（
東
京
都
港
区
白
金
台
5
―
12
―
6
）
東
京

メ
ト
ロ
南
北
線
・
都
営
地
下
鉄
三
田
線
白
金
台
駅
徒
歩
7
分

▼
観
覧
料
：
一
般
八
〇
〇
円
、
65
歳
以
上
・
障
害
者
七
〇
〇
円
、

中
高
大
生
五
〇
〇
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
：03-5449-0251

江
戸
と
北
京
―
18
世
紀
の
都
市
と
暮
ら
し
―

江
戸
・
日
本
橋
の
賑
わ
い
を
描
い
た
「
熈
代
勝
覧
」
と
、
乾
隆
帝
80

歳
の
式
典
に
沸
く
北
京
の
風
景
を
描
く
「
乾
隆
八
旬
万
寿
慶
典
図

巻
」、康
熙
帝
60
歳
の
式
典
を
描
い
た
「
万
寿
盛
典
」
を
並
べ
る
な
ど
、

18
世
紀
の
江
戸
と
北
京
の
都
市
生
活
を
比
較
展
示
。

▼
会
期
：
2
月
18
日
（
土
）
～
4
月
9
日
（
日
）
9
時
半
～
17
時
半

土
曜
は
19
時
半
ま
で
（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）
＊
月
曜
休
館

▼
会
場
：
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館 

1
階
特
別
展
示
室 

（
東
京
都
墨

田
区
横
網
1
―
4
―
1
）
JR
総
武
線
両
国
駅
徒
歩
3
分
、
都
営
地
下

鉄
大
江
戸
線
両
国
駅
徒
歩
１
分

▼
観
覧
料
：
一
般
一
、四
〇
〇
円
、大
学
・
専
門
学
校
生
一
、一
二
〇
円
、

中
学
生
・
高
校
生
・
65
歳
以
上
七
〇
〇
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
：03-3626-9974


